
2017 8  
 

 879 4803 8 1 
 0973 76 3150  

F A X     0973 76 2247  
E – mail      syoko@town.kokonoe.lg.jp 
 

 

 

 

 

 
1989  

 

99  

 

 

 

生物多様性ここのえ戦略（2017－2116） ダイジェスト版生物多様性ここのえ戦略（2017‐2116）   ダイジェスト版



 

 

 

 

 

 

 
 

13

 

4

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1955 30
 

1955  
 
 

 
1955  

 
 

 
1955  

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 14

第１章　九重の生物多様性を取り巻く状況 第５章　戦略の推進
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生物多様性は、災害や病害虫発生などの環境変化による影響を和らげ、 

安心で安全な暮らしを守ります 

自然とふれあうことで、精神的な豊かさを得るとともに、多様な文化を

育みます 

光合成や蒸散作用などによって大気は安定し、豊かな生物多様性を育む

環境を維持しています 

山菜など自然のものだけでなく、お米や薬など暮らしに欠かせない 

資源の多くは生きものから得ています 

森林や草原、 

田んぼや干潟 

など様々な環境が 

ある状態

動植物から微 

生物まで様々な 

生きものがいる 

状態 

生きもの 1種類の 

中にも個体差や 

遺伝差や地域差が 

ある状態
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開発や乱獲など人が引き起こす負の環境要因によって生物多

様性へ影響を与えます。 

田んぼや草原、雑木林などの里地里山は人が関わらなくなる

ことで自然環境が変化します。 

外来種や化学物質など人が近代的な生活を送るようになった

ことにより持ち込まれたものによる影響が懸念されています。

食糧生産量の減少や自然災害のさらなる増加など、私たちの

命に関わる影響が生じます。 
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3

3

1

8

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  
   

1 1,514 334 22% 67 4%
 224 11 5% 0 0%
 
 

4 1 25% 0 0%

 1,807 92 5% 13 1%
27 8 30% 4 15%

 13 4 31% 1 8%
 13 4 31% 0 0%

 180 52 29% 4 2%
 35 17 49% 6 17%

 3,817 523 14% 95 2%

 

1  
2  

 

14  

3

 
 

 

 

 

 

 

 

 2002
 

  
 

2006  

第２章　九重の生物多様性を取り巻く状況

4

 

  

 
1 3

3 4  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

6

 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

開発や乱獲など人が引き起こす負の環境要因によって生物多

様性へ影響を与えます。 

田んぼや草原、雑木林などの里地里山は人が関わらなくなる

ことで自然環境が変化します。 

外来種や化学物質など人が近代的な生活を送るようになった

ことにより持ち込まれたものによる影響が懸念されています。

食糧生産量の減少や自然災害のさらなる増加など、私たちの

命に関わる影響が生じます。 

第２章　九重の生物多様性を取り巻く状況

3

3

1

8

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  
   

1 1,514 334 22% 67 4%
 224 11 5% 0 0%
 
 

4 1 25% 0 0%

 1,807 92 5% 13 1%
27 8 30% 4 15%

 13 4 31% 1 8%
 13 4 31% 0 0%

 180 52 29% 4 2%
 35 17 49% 6 17%

 3,817 523 14% 95 2%

 

1  
2  

 

14  

3

 
 

 

 

 

 

 

 

 2002
 

  
 

2006  

第２章　九重の生物多様性を取り巻く状況

4



 

  

 
1 3

3 4  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

6

 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

開発や乱獲など人が引き起こす負の環境要因によって生物多

様性へ影響を与えます。 

田んぼや草原、雑木林などの里地里山は人が関わらなくなる

ことで自然環境が変化します。 

外来種や化学物質など人が近代的な生活を送るようになった

ことにより持ち込まれたものによる影響が懸念されています。

食糧生産量の減少や自然災害のさらなる増加など、私たちの

命に関わる影響が生じます。 

第２章　九重の生物多様性を取り巻く状況

3

3

1

8

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  
   

1 1,514 334 22% 67 4%
 224 11 5% 0 0%
 
 

4 1 25% 0 0%

 1,807 92 5% 13 1%
27 8 30% 4 15%

 13 4 31% 1 8%
 13 4 31% 0 0%

 180 52 29% 4 2%
 35 17 49% 6 17%

 3,817 523 14% 95 2%

 

1  
2  

 

14  

3

 
 

 

 

 

 

 

 

 2002
 

  
 

2006  

第２章　九重の生物多様性を取り巻く状況

4

 

  

 
1 3

3 4  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

6

 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

開発や乱獲など人が引き起こす負の環境要因によって生物多

様性へ影響を与えます。 

田んぼや草原、雑木林などの里地里山は人が関わらなくなる

ことで自然環境が変化します。 

外来種や化学物質など人が近代的な生活を送るようになった

ことにより持ち込まれたものによる影響が懸念されています。

食糧生産量の減少や自然災害のさらなる増加など、私たちの

命に関わる影響が生じます。 

第２章　九重の生物多様性を取り巻く状況

3

3

1

8

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  
   

1 1,514 334 22% 67 4%
 224 11 5% 0 0%
 
 

4 1 25% 0 0%

 1,807 92 5% 13 1%
27 8 30% 4 15%

 13 4 31% 1 8%
 13 4 31% 0 0%

 180 52 29% 4 2%
 35 17 49% 6 17%

 3,817 523 14% 95 2%

 

1  
2  

 

14  

3

 
 

 

 

 

 

 

 

 2002
 

  
 

2006  

第２章　九重の生物多様性を取り巻く状況

4



30 60 67

 

  45

53

 

 
 

 
 

 
 254 42% 28.1  

 5 60% 1.4  

 56 39% 3.3
 27 70% 8.3
 8 13% 1.3  

 9 89% 1.7  

 53 40% 4.6
 17 35% 2.6
 34 1.8  

 463 45% 53.1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

噴気孔周辺の生きもの 

高山のミヤマキリシマ 産業に欠かせないクヌギ 牧歌的なカッコウ サクラソウ（北方系要素） キスミレ（大陸系遺存種）

ヒゴタイ クサボケ「朝日長者伝説」 クワ「平家の落人伝説」 ムラサキ（736年献上） 

 

 

1955 30  

 

 

 

 

 

 

 
 

1955 30  
 

 

 
 

 
 

第２章　九重の生物多様性を取り巻く状況

5

 

 

1955 30  

 

 

 

 

 

 

 
 

1955 30  
 

 

 
 

 
 

第２章　九重の生物多様性を取り巻く状況

6

30 60 67

 

  45

53

 

 
 

 
 

 
 254 42% 28.1  

 5 60% 1.4  

 56 39% 3.3
 27 70% 8.3
 8 13% 1.3  

 9 89% 1.7  

 53 40% 4.6
 17 35% 2.6
 34 1.8  

 463 45% 53.1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

噴気孔周辺の生きもの 

高山のミヤマキリシマ 産業に欠かせないクヌギ 牧歌的なカッコウ サクラソウ（北方系要素） キスミレ（大陸系遺存種）

ヒゴタイ クサボケ「朝日長者伝説」 クワ「平家の落人伝説」 ムラサキ（736年献上） 

 

 

1955 30  

 

 

 

 

 

 

 
 

1955 30  
 

 

 
 

 
 

第２章　九重の生物多様性を取り巻く状況

5

 

 

1955 30  

 

 

 

 

 

 

 
 

1955 30  
 

 

 
 

 
 

第２章　九重の生物多様性を取り巻く状況

6

（聞き取り調査データ）



30 60 67

 

  45

53

 

 
 

 
 

 
 254 42% 28.1  

 5 60% 1.4  

 56 39% 3.3
 27 70% 8.3
 8 13% 1.3  

 9 89% 1.7  

 53 40% 4.6
 17 35% 2.6
 34 1.8  

 463 45% 53.1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

噴気孔周辺の生きもの 

高山のミヤマキリシマ 産業に欠かせないクヌギ 牧歌的なカッコウ サクラソウ（北方系要素） キスミレ（大陸系遺存種）

ヒゴタイ クサボケ「朝日長者伝説」 クワ「平家の落人伝説」 ムラサキ（736年献上） 

 

 

1955 30  

 

 

 

 

 

 

 
 

1955 30  
 

 

 
 

 
 

第２章　九重の生物多様性を取り巻く状況

5

 

 

1955 30  

 

 

 

 

 

 

 
 

1955 30  
 

 

 
 

 
 

第２章　九重の生物多様性を取り巻く状況

6

30 60 67

 

  45

53

 

 
 

 
 

 
 254 42% 28.1  

 5 60% 1.4  

 56 39% 3.3
 27 70% 8.3
 8 13% 1.3  

 9 89% 1.7  

 53 40% 4.6
 17 35% 2.6
 34 1.8  

 463 45% 53.1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

噴気孔周辺の生きもの 

高山のミヤマキリシマ 産業に欠かせないクヌギ 牧歌的なカッコウ サクラソウ（北方系要素） キスミレ（大陸系遺存種）

ヒゴタイ クサボケ「朝日長者伝説」 クワ「平家の落人伝説」 ムラサキ（736年献上） 

 

 

1955 30  

 

 

 

 

 

 

 
 

1955 30  
 

 

 
 

 
 

第２章　九重の生物多様性を取り巻く状況

5

 

 

1955 30  

 

 

 

 

 

 

 
 

1955 30  
 

 

 
 

 
 

第２章　九重の生物多様性を取り巻く状況

6

（聞き取り調査データ）



 

 

 

 

4  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1955

  

1955

 

 

 

第２章　九重の生物多様性を取り巻く状況

7

2017 99 2116

20 5  
 

 

 

20  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章　目標

つ
な
げ
よ
う

　い
の
ち
と
り
ど
り

　誇
り
の
暮
ら
し

8

 

 

 

 

4  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1955

  

1955

 

 

 

第２章　九重の生物多様性を取り巻く状況

7

2017 99 2116

20 5  
 

 

 

20  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章　目標

つ
な
げ
よ
う

　い
の
ち
と
り
ど
り

　誇
り
の
暮
ら
し

8



 

 

 

 

4  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1955

  

1955

 

 

 

第２章　九重の生物多様性を取り巻く状況

7

2017 99 2116

20 5  
 

 

 

20  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章　目標

つ
な
げ
よ
う

　いの
ち
と
り
ど
り

　誇り
の
暮
ら
し

8

 

 

 

 

4  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1955

  

1955

 

 

 

第２章　九重の生物多様性を取り巻く状況

7

2017 99 2116

20 5  
 

 

 

20  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章　目標

つ
な
げ
よ
う

　いの
ち
と
り
ど
り

　誇り
の
暮
ら
し

8



 

 

 

 

第４章　行動計画

〈方針１〉重要スポットの学術調査を行い、重要スポットの詳細把握
〈方針２〉重要スポットを有する地域において学習会を開催し、重要スポットの
　　　　 大切さを共有
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 草原の減少にともない、そこでしか生きていけない生

きものの減少は著しく、多くが絶滅の危機にひんしてい

ます。草原を維持するためには、野焼きを継続するため

の取り組みが必要です。 

棚田の減少だけではなく、農業人口の減少にともな

い、耕作放棄地が増加しています。水田の多面的機能（水

源涵養、良好な景観形成など）に焦点をあて、保全に取

り組むことが必要です。 

 クヌギは 15 年毎に伐採する場所を変えるため、林が

モザイク状になり、遷移の異なる多様な環境が作り出さ

れます。第一次産業の振興が疎林における生物多様性保

全につながります。 

私たちは水を使用し、排水することなくしては生きて

いけません。暮らしにおける排水に心を配り、筑後川源

流地域として下流の水環境を保全していることの自覚

と誇りを持つことが大切です。 

  

九酔渓 九重山のコケモモ群落 相狭間のブンゴボダイジュ 竜門の滝（名勝「耶馬渓」） 

第４章　行動計画

〈方針１〉原風景の魅力や機能を再認識し継承するための啓発活動や体験活動の提供
〈方針２〉原風景を維持してきた第一産業の振興
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と誇りを持つことが大切です。 
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第１章　九重の生物多様性を取り巻く状況 第５章　戦略の推進

419.2g/
人日

398.2g/
人日

収集ごみ（可燃ごみ）１人１日あたりごみ排出量指標13

No.

指標1

指標6

指標3

指標2

生物多様性に関する教材作成 1冊/5年 2冊/5年

48% 80%

34% 50%

1か所/年 1か所/年

内容
基準となる

数値
目標数値

（2026年度）
目標値の考え方 備考

2021年度実績の1冊/5年を上回る目標を設定。
教材には、紙媒体のみならず映像やデジタル
等を含める

重要スポットを有する地域を中心に開催し、20
年間で重要スポットの全地域において学習会が
終了

第5次総合計画に合わせ、2013年度比2030年
度46％削減を目標とする。2026年度においては
2013年度比28％削減を目指す

現状の取り組みを維持しつつ、新たな担い手を
増やすことを考慮し、現状の1.2倍の数値を設定

新しい担い手を増やす取り組みを推進しつつ、
現状維持以上を目標に設定

猟友会会員の高齢化を考慮しつつ、新たに担
い手を増やすことにより、現状維持を目標として
設定

一般廃棄物処理計画（玖珠九重行政事務組合）
と同様、H30年度比5％の削減を目標とする

0制度 1制度生物多様性に関する制度整備指標14 生物多様性に関する制度整備を目標とする

過半数の達成を目標とする

1年間に1回以上実施

小学校までの教育における普及啓発を目指し、
「生物多様性の意味も言葉も知っている人」「言
葉だけ知っている人」の割合80％以上に目標を
設定

町実施調査結果より
（2021年度）

町実施調査結果より
（2021年度）

自治体排出量カルテ
（2013年度）

町把握データ
（2021年度）

2020年農林業センサス

環境保全型農業直接
支払補助金交付団体
（2021年度）

各種団体の記録を基
に、町が把握してい
るデータ（2021年度）

町把握データ
（2021年度）

中学生を対象としたアンケートの実施結果（生物
多様性を知っている人の割合）

現地学習会等を開催し、地域住民が自然環境に
ふれあう機会創設

指標4 0回/年 1回/年

年1か所詳細把握1か所/年 1か所/年

113,000t
-CO2

82,000t
-CO2

遺伝子の多様性に関する啓発活動（広報、テレビ
等）実施

指標5

160人/年

430kg/年

192人/年

516kg/年

オオハンゴンソウの駆除活動参加人数

農薬の低減に取り組む団体数

重要スポットにおける植生などの調査実施

九重町における二酸化炭素排出量の推移

オオハンゴンソウ駆除活動駆除重量

農作物の加工を行っている経営体数

野焼きを実施している牧野組合などの団体数

野焼きを実施している牧野組合などの活動に参
加した人の数

中学生を対象としたアンケートの実施結果（町内
の自然体験活動に参加したことがある人の割合）

指標7

1年間に2回以上実施

現状維持を目標とする

現状維持を目標とする

0回/年 2回/年

5団体 5団体

5団体 5団体

282人 310人

25経営体 25経営体

健康と生物多様性を組み合わせた事業の実施
回数

指標8

81人 81人有害鳥獣の捕獲人数指標12

指標9

指標10

指標11
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